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あらまし 近年，文化財を対象とした多くのデジタルアーカイブの公開が進められている．しかし，それらはキーワー

ド検索により文化財 1点を閲覧するシステムが中心であるため，対象とする文化財の特徴を知らない一般の利用者が

検索を行うのは難しい．また，服飾文化財の代表である「小袖屏風」には，制作年代・材質・技法・文様などの多様な

特徴があり，その組み合わせが小袖屏風を理解するうえで重要となる．そのため，特徴の組合せに着目して閲覧でき

るようにすることが望ましい．そこで我々は，任意の 2つの特徴による組合せを一覧表示する 2軸直交型小袖屏風閲

覧システムを構築した．さらに，特徴の組み合わせにおける「数の変移」に着目することにより，時代による変遷や

相性・技法の取合せなどを一般の利用者へ提示することが可能となった．
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1. は じ め に

近年，文化財の保存と価値の共有を目的として，数多くのデ

ジタルアーカイブが公開されるようになった [1]．これにより，

博物館において展示されることの少なかった文化財が注目され

つつある．

そのような文化財の一つに小袖屏風 (図 1) がある．小袖屏風

とは，昭和初期に活躍した古美術商の野村正治郎により制作さ

れた文化財であり，金屏風に江戸時代の着物である小袖を貼り

付けたものである．現在国立歴史民俗博物館には約 100隻の小

袖屏風が所蔵されており，服飾の流行や染織に関する技術史を

理解する際に重要な資料である．特に小袖屏風に貼られた小袖

は，年代・材質・技法・文様などの多様な特徴を持ち，特徴に

注目することで変遷・相性・取合せなどを知ることができる．

一方，既存のデジタルアーカイブの多くは利用者自身が特徴

をキーワードとして検索するような設計となっている．そのた

め，対象の文化財がどのような特徴を持つか分からない一般の

利用者にとって適切なキーワードで検索することは困難である．

また，変遷や相性・取合せを表すためには，キーワードとな

りうる特徴を組み合わせることが重要である．しかし，現在の

デジタルアーカイブでは，組み合わせて検索することはできて

も，1度の検索で 1つの組合せしか表示することができず，こ

れらの変遷・相性・取合せ等を見ることができない．

そこで我々は，小袖屏風の任意の 2つの特徴を組み合わせて

一覧表示することが可能な 2軸直交型小袖屏風閲覧システムを

構築した．本システムでは，利用者が選択した 2つの特徴に対

図 1 H-35-41 草花滝模様小袖

し，要素を直交に一覧表示し，さらにその 2特徴を軸として小

袖屏風の画像を該当する位置に並べる．これにより小袖屏風の

持つ 2つまでの特徴の要素を一覧することができ，要素の組合

せ全てに該当する小袖が用いられた小袖屏風を一覧することが

できる．さらに，小袖屏風の高精細画像を拡大縮小しながら閲

覧することも可能である．これにより，小袖屏風を特徴の「数

の変移」に着目しながら細部まで鑑賞することが可能である．

2. 研 究 背 景

2. 1 デジタルアーカイブ

「デジタルアーカイブ」という言葉は 1990 年代中ごろに使

用され始め [1]，現在では多数の博物館や美術館の協力により数



多くのデジタルアーカイブの構築が進められている．例えば安

達らは博物館研究の立場から，写真のコレクションの閲覧シス

テムを構築した [2]．また，岡本らは，絵画の一部分を切り出し

てデジタルミュージアムとして閲覧することができるシステム

を構築した [3]．現在公開されてるデジタルアーカイブの例と

して，国内では e-国宝 [4] ,海外では europeana [5],DPLA [6]，

Google Arts & Culture [7]等が公開されている．

また，複数のデジタルアーカイブや書籍によるデータを統合

し，横断検索を可能とする取り組みとして，文化遺産オンライ

ンでは国内の博物館デジタルアーカイブを統合したデジタル

アーカイブを公開した [8]．渡邉らは場所と歴史資料データを

結びつけ，仮想空間上に再現した閲覧システムを提案した [9]．

一方，デジタルアーカイブの検索の方法を工夫したシステム

の例として，Whitelawは目的の情報にたどり着く過程を複数

用意することで，利用者が自由に探索を行うことができる閲覧

システムを構築した [10]．Thudtらは本との偶然の出会いを生

むデジタルライブラリーの閲覧システムを構築した [11]．

さらに，デジタルアーカイブの情報を用いた活用例として，

Lu らは，博物館を収蔵品のジャンルによって比較し，その結

果を可視化するシステムを構築した [12]．Odijkらは，過去の

新聞紙アーカイブ，日記を編集した書籍，現在のWikipediaの

内容を，時間をキーとして統合し，比較分析を行った [13]．

2. 2 野村正治郎と小袖屏風

野村正治郎は昭和の古美術商であり，16世紀から 19世紀の

着物である小袖の保存と鑑賞のため，小袖屏風 (図 1)を制作し

た．小袖屏風とは，実物の小袖裂を金箔地または金砂子地の二

曲一隻屏風の上に貼装したものである [14]．現在，国立歴史民

俗博物館に約 100隻の小袖屏風が所蔵されている．なお，この

うち 11隻には，1隻の小袖屏風に 2着の小袖が貼り付けられて

いる．小袖屏風は江戸時代の服飾文化を残す資料として重要で

あり，江戸時代の服飾の専門家によって小袖屏風を用いた研究

が行われている．小袖屏風においては，「技法」「材質」「年代」

「モティーフ」などの特徴があり，小袖屏風を理解するうえで重

要である．具体的には，小袖はそれぞれ「技法」には「絞 (辻

が花染)」，「絞」，「摺箔」，「描絵」，「友禅染」，「材質」には「練

緯」，「綸子」，「縮緬」など，「年代」は「桃山時代」，「18世紀」

などの特徴の要素を持つ．

2. 3 文化財の特徴の専門知識

本章では，専門家の持つ小袖屏風などの文化財における特

徴に関する知識を述べる．特に，小袖屏風における「技法」の

「絞 (辻が花染)」，「絞」，「摺箔」，「描絵」，「友禅染」および，「材

質」の「練緯」，「綸子」，「縮緬」の特徴の要素に関する専門知

識を述べる．

「技法」の要素に関する専門知識を表 1に,「材質」の要素に

関する専門知識を表 2に示す．また，表 1および長く用いられ

ていた「刺繍」[15]，表 2を併せて年代を軸としてまとめたも

のを図 2に示す．

これにより，1550年～1600年の周辺では，技法である「絞

(辻が花染)」[17]と「練緯」[23]が多く用いられていたことが

分かる．1600年～1700年の周辺では，技法である「絞」と「刺

表 1 「技法」の要素に関する専門知識

「絞」 布の一部を糸などで絞ることで模様を作り出す模

様染めの一種である [15]．特に鹿の子絞りは，布

を小さくつまみ，糸で括って防染することで鹿毛

の白い斑点に似た文様が現れるもので [16]，16世

紀より増加し，18 世紀ごろ全盛期を迎えた [15]．

「絞 (辻が花

染)」

16世紀までに栄えた縫締絞の紋様染で [17]，特に

描絵と箔押しを用いたものを指す [18]．

「摺箔」 型紙の上から糊を置き，その後に金箔を載せ模様

を表す技法である [19]．桃山時代に特に多く用い

られたが，江戸時代後期以降には減少した [20]．

「描絵」 墨汁や染料，顔料などを筆に含ませ，生地に直接

模様を描く技法である [15]．特に 17 世紀末ごろ

には，描絵が中心の小袖が流行した [21]．

「友禅染」 伝統的な技法としては多くの色を使って，簡略化

された柄を生地に描き込む技法であった．京都の芸

術家であった宮崎友禅斎がはじまりとされる [22]．

18世紀初頭以降，糊で色の輪郭部分を防染する技

法が友禅染と呼ばれるようになった [21]．

表 2 「材質」の要素に関する専門知識

「練緯」 緯糸に練り糸 (精錬した絹糸)，縦糸に生糸 (精錬

していない絹糸) を用い，平織にした絹織物 [16]．

桃山時代を中心に多く用いられた [23]．

「綸子」 繻子組織の地に，その裏組織で模様を織り出し，

織った後に生地を染める [23]．17世紀初頭の慶長

小袖以降，第一級品として評価された [24]．

「縮緬」 表面に細かいしぼのある材質である [15]．17世紀

末以降，男女衣服で多く用いられた [24]．

図 2 技法および材質の年代による変遷

繍」と「摺箔」[15]および，材質である「綸子」[24]が多く用い

られ，特に技法の「摺箔」は補助的装飾として用いられた [20]．

1700年～1800年の周辺では，技法である「絞」「刺繍」および

材質である「綸子」に加えて，技法である「描絵」「友禅染」[21]

および材質である「縮緬」が流行した [23]．特に材質の「縮緬」

に技法の「友禅染」が用いられる小袖が多く見られた [24]．

2. 4 研 究 課 題

現状，従来のデジタルアーカイブでの文化財の閲覧にはキー

ワードによる検索が必要な場合が多い．しかし，デジタルアー



図 3 研究の概略図

カイブで扱われている文化財に詳しくなければ，検索対象がど

のような特徴を持つか分からず，適切なキーワードを入力する

ことは困難である．

さらに，文化財の特徴は組み合わせることによって変遷や相

性などが表されるため，組合せが非常に重要である．現状のデ

ジタルアーカイブは，1回の検索に対し 1つの組合せしか見る

ことができず，変遷や相性などを見ることができない．

これらを解決したデジタルアーカイブを作ることが望ましい．

3. 「2軸直交型小袖屏風閲覧システム」の設計

3. 1 研 究 概 要

図 3に研究のコンセプトを示す．

実物の文化財は博物館に所蔵され，専門家によって研究が進

められる．その成果は研究が進むにつれて増加し，形式も書籍

やデジタルアーカイブのデータなど，技術の進歩や取り組みも

様々になることで多様化する一方である．我々はそれらの情報

を 1つのデータベースに統合し，閲覧システムを用いて情報提

示を行うことで，より幅広い情報を利用者に提供する．これに

より，博物館とデジタルアーカイブの間で相乗効果が生まれる

ことを目指す．

我々はこれまでに，表 3に示す情報源を統合したデータベー

スを構築し，これを小袖屏風データベースとした [32–38]．ま

た，小袖屏風データベースを用いて閲覧システムの構築を行っ

た [39, 40]．

本研究では，小袖屏風データベースを用いて，小袖屏風の持

つ特徴の要素を一覧表示し，それらの組合せに当てはまる小袖

を持つ小袖屏風をすべて表示することで「数の変移」を示し，

さらに小袖屏風の高精細画像を用いて小袖屏風を細部まで鑑賞

することができる閲覧システムの構築を行う．

3. 2 閲覧システムの要求機能

2軸直交型小袖屏風閲覧システムに求められる主な機能は以

下の 3つである．

表 3 情報源とその種類

既存のデジタル

アーカイブ

『館蔵野村正治郎衣裳コレクションデータベー

ス』[25]

『館蔵資料データベース』[26]

出版物 『国立歴史民俗博物館図録 2 野村コレクション小

袖屏風』[14]

『時代小袖雛型屏風』[27]

『花の意匠：小袖屏風を中心に』[28]

『うた・ものがたりのデザイン：日本工芸にみる

「優雅の伝統」』[29]

『明治・大正・昭和に見る きもの文様図鑑』[30]

『日本の文様』[31]

高精細画像 小袖屏風 1隻につき 1枚の高精細画像 (全 100枚)

a. 小袖屏風一覧表示機能

小袖屏風全体を把握するため，全ての小袖屏風の画像を一覧

表示する．

b. 2軸直交表示機能

利用者が選択した 2つの特徴の要素を一覧表示し，2特徴を

軸として各要素の交差する位置に，2つの要素に当てはまる小

袖が貼られた小袖屏風をすべて表示する．ただし，屏風に貼ら

れた小袖 1着に着目する．また，画像の数がその要素の領域の

大きさにおよそ比例するよう，表示する画像は一定の大きさで

並べる．

このとき，軸とする特徴は「年代」「材質」「技法」「モティー

フ」の 4 種とする．これらの検索には，小袖屏風データベー

スの「館蔵野村正治郎衣裳コレクションデータベース」[25]の

データを使用する．

• 「年代」…制作年代のデータは，小袖 1着に対し和暦と

西暦の 2種類が存在し，さらにそれぞれが「江戸前期」や「17

世紀」など範囲を持つ場合が多い．そのため，和暦と西暦の

共通する部分の中央値を，「1550年～1600年」「1600年～1650

年」「1650年～1700年」「1700年～1750年」「1750年～1800

年」にまとめる．

• 「材質」…「絖」「綸子」「縮緬」「綾」「練緯」「平絹」

「絽」「麻」の全 8種．1着の小袖に対し 1種類の材質のみが付

与される．並べ順は，繊維が異なる場合は繊維の柔らかさ，同

じものの場合は，繊維の交差の密度が低い順でならべ，全体的

に柔らかい物からメリハリのある生地に移るように並べる．

• 「技法」…「絞」「絞 (辻が花染め)」「刺繍」「摺箔」「切

付」「染」「描絵」「友禅染」の全 8種．小袖 1着につき，用い

られた技法の主なものが複数付与されうる．

• 「モティーフ」…小袖にあしらわれている文様．全部で

145種．小袖 1着につき，あしらわれているモティーフの主な

ものが複数付与されうる．

これらの特徴を軸として 2軸直交表に小袖を配置することで，

数の変移を表す．「年代」と他の特徴の組合せを「変遷」，「年代」

を除く 3つの特徴のうち任意の異なる 2つの組合せを「相性」，

複値を取りうる「技法」または「モティーフ」のうち同じ特徴

同士の組合せを「取合せ」として閲覧することができるように



図 4 小袖屏風一覧表示画面の表示例

する．ただし，「取合せ」を表示する際，同じ要素の交差する領

域にはその要素 1種のみを持つ小袖を，それ以外の領域には該

当する 2つの要素をともに持つ小袖のサムネイル画像を表示す

る．また，「材質」「技法」の軸は，用語だけでは理解が難しい

要素が多いため，軸に合わせて説明画像で例を示す．

c. 小袖屏風詳細表示機能

利用者が a,bの画面で選択した小袖屏風に対して，高精細画

像と小袖屏風データベースのデータを表示する．なお，小袖屏

風の高精細画像を細部まで鑑賞するため，拡大縮小することが

できるよう表示する．

a,bを使用する際に特徴に着目しながら小袖屏風を細部まで

閲覧するため，a,bと cを交互に利用できるようにする．

4. 「2軸直交型小袖屏風閲覧システム」の実装

4. 1 閲覧システムの実装手法

多くの端末で使用できるようウェブブラウザで使用できる

よう構築した．html で画面の大枠を設定し，詳細の記述は

JavaScriptで実装した．JavaScriptでは利用者の入力を受け付

け，サーバ側で動作する PHPとのデータの授受を行い，その内

容を htmlの形式にする処理を実装した．PHPでは，JavaScript

から受け取ったデータを使用してデータベースに送る検索クエ

リを作成し，小袖屏風データベース内を検索し，検索結果を

JavaScriptに返す処理を実装した．また，ウェブサーバには高

精細画像を各小袖屏風画像 100枚に対し 8段階のズームレベル

の画像を作成しタイル状に切り分けたものを作成した．これと

Zoomify [41]を使用して，高精細画像を拡大・縮小しながらス

ムーズに表示することが可能である．

4. 2 閲覧システムの実装画面

3. 2をもとに「2軸直交型小袖屏風閲覧システム」として，a.

「小袖屏風一覧表示画面」(図 4)，b.「2軸直交表示画面」(図 5)，

c.「小袖屏風詳細表示画面」(図 6)の 3つの画面を構築した．

a.「小袖屏風一覧表示画面」(図 4)は，小袖屏風データベー

ス内の全ての小袖屏風のサムネイル画像を表示する．小袖屏風

の全体像を把握することができる．

b.「2軸直交表示画面」(図 5)は，利用者が各画面の上部に

ある軸選択部分から縦軸および横軸とする特徴を選択して「比

較表示」が押された際に表示する．各領域には，縦軸の特徴の

要素と横軸の特徴の要素を併せ持つ全ての小袖のサムネイル画

像を表示する．また，「材質」軸および「技法」軸には，特徴の

隣にその特徴の説明写真を表示する．これにより，小袖屏風の

持つ特徴の要素を一覧しながら，小袖のサムネイル画像の数の

変移を見ることで，変遷や相性，取合せを見ることができる．

図 5は縦軸を「材質」，横軸を「技法」として表示した際の

例である．本画面において，「綸子」の行に着目すると，1600年

～1650 年の部分に最初にあらわれ，以降の年代にも多く見ら

れる (図 5(1))．このことから，「綸子」は 1600年代以降，長く

人気であったことが分かる．このことは，表 2 に示すように，

「綸子」が 17世紀から多く使用されたことに一致する．

次に，「縮緬」の行 (図 5(2))に着目すると，1700年～1750年

にその大部分が見られることから，「縮緬」は 18世紀に流行し

始めた材質であることが分かる．このことは，表 2に示すよう

に，「縮緬」が 17世紀末以降多く用いられたことに一致する．

さらに，「練緯」は 1550 年～1600 年の部分から 1700 年～

1750年の部分まで，長い期間で少量見られる (図 5(3))．これ

により「練緯」は 155年～1750年の間，数は少ないものの，長

く用いられていたと読み取れる．この期間は，表 2に示す「練

緯」の多く用いられた年代を含む．

c.「小袖屏風詳細表示画面」(図 6)は利用者が選択した小袖

屏風の詳細をデータベースから検索し表示する．また，高精細

画像を Zoomifyにより表示する．これにより，小袖屏風の実物

を見るよりも，より詳細に鑑賞することができる．

a.「小袖屏風一覧表示画面」および b.「2 軸直交表示画面」

に表示されるの小袖のサムネイル画像を選択すると c.「小袖屏

風詳細表示画面」に遷移する．これにより，特徴の数の変移に

着目しながら小袖屏風を詳細に鑑賞することを可能となった．

5. 閲覧システムによる情報提示

2軸直交型小袖屏風閲覧システムを用いて「変遷」「相性」「取

合せ」に基づいて表示した例を以下に示す．

5. 1 技法の変遷に基づいた情報提示

軸に技法と年代を取った技法・年代組合せ表示では，技法の

年代による変遷を見ることができる．2軸直交表示画面で縦軸

を「技法」，横軸を「年代」として表示した例を図 7(a)に示す．

まず「絞」は 1600 年～1800 年と広い範囲で多く用いられ

(図 7(a)(1))，長く好まれていることが分かる．このことは，表

1に示すように，「絞」が長く用いられたことに一致する．次に，

「絞」が用いられた小袖の例を図 8(a)に示す．小袖を拡大して

閲覧すると，表 1に示したように，「絞」の特に鹿子絞りの白い

斑点のような模様を見ることができる．

次に，「絞 (辻が花染)」は 1550 年～1700 年で 4 点存在する

(図 7(a)(2))が，それ以降の年代では全く見られない．よって，

「絞 (辻が花染)」は一時期に流行したのち，廃れていったこと

が分かる．これは，表 1に示した「絞 (辻が花染)」の変遷に一

致する．さらに，「絞 (辻が花染)」が用いられた 1600年～1650



図 5 材質・年代組合せ表示の表示例

図 6 小袖屏風詳細表示画面の表示例

年の小袖の例を図 8(b) に示す．この小袖を拡大して閲覧する

と，表 1に示した「絞 (辻が花染)」の特色のとおり，絞と描絵

が同時に用いられていることが分かる．

また，「刺繍」は，「絞」と同様に 1600年～1800年と広い範囲

で多く用いられており (図 7(a)(3))，長く好まれていることが

分かる．これは，2. 3節に示すように，「刺繍」が長く用いられ

たことに一致する．さらに，「刺繍」が用いられた小袖の例を図

8(c)に示す．この小袖を拡大して閲覧すると，刺繍が用いられ

た部分を，糸の一本が判別できるほど詳細に鑑賞することがで

きる．

さらに，「摺箔」は 1600 年～1650 年に最も多く現れ，その

後の年代では減少している (図 7(a)(4))．このことから，摺箔

は 1600年～1650年ごろに流行し，廃れていったことが分かる．

これは，表 1 に示す「摺箔」の全盛期に一致する．また，「摺

箔」が用いられた 1650年～1700年の小袖の例を図 8(d)に示

す．小袖を拡大すると，表 1に示した「摺箔」の製法のとおり，

金箔で表された模様を鑑賞することができる．

その後，「友禅染」が 1700年～1750年ごろに初めてあらわれ

る (図 7(a)(5))ことから，1700年～1750年ごろに登場した技

法であることが分かる．このことから，表 1に示す「友禅染」

の流行した時期に一致する．また，「友禅染」が用いられた 18

世紀の小袖の例を図 8(e)に示す．小袖を拡大すると，表 1に示

した「友禅染」の特色である糊防染による色分けが見られる．

以上より，技法の変遷に着目して閲覧を行う際に，軸に技法

と年代を取る技法・年代組合せ表示が有用であることが分かる．

5. 2 技法と材質の組合せに基づいた情報提示

軸に技法と材質を取った技法・材質組合せ表示では，技法と

材質の各組合せの相性が見える．2 軸直交表示画面において，

縦軸を「技法」，横軸を「材質」とした例を図 7(b)に示す．

ここでは技法である「絞」は，材質である「綸子」に施され

ることが多いことが分かる (図 7(b)(1))．これにより，技法で

ある「絞」は材質である「綸子」と相性が良い技法であるとい

える．このことは，図 2に示すように，技法である「絞」と材

質である「綸子」が同様に長い年代で多く用いられたことに一

致する．図 8(f)に材質である「綸子」に技法である「絞」が施

されている小袖の拡大表示の例を示す．

次に，技法の一つである「絞 (辻が花染)」が用いられている

小袖はすべて「練緯」地である (図 7(b)(2))ことから，「絞 (辻

が花染)」と「練緯」も相性が良いことが分かる．このことは，

図 2に示すように，技法である「絞 (辻が花染)」と材質である

「練緯」が同じ年代に多く用いられたことに一致する．図 8(b)

に材質である「練緯」に技法である「絞 (辻が花染)」が施され

ている小袖の拡大表示の例を示す．

技法である「刺繍」の行を見ると，材質である「綸子」と交

差する部分に小袖が多いことが分かる (図 7(b)(3))．これによ

り，技法である「刺繍」は，材質である「綸子」との相性が良

いことが分かる．このことは，図 2に示すように，技法である

「刺繍」と材質である「綸子」が同様に長年多く用いられたこ

とに一致する．材質である「綸子」に技法である「刺繍」が施

された小袖の例を図 8(c)に示す．

また，技法である「摺箔」は，材質である「綸子」に最も多

く施された (図 7(b)(4))ことから，摺箔と綸子の相性が良いこ

とが分かる．このことは，2. 3節に示すように，技法である「摺

箔」と材質である「綸子」が同じ年代に多く用いられたことに

一致する．図 8(d)に材質である「綸子」に技法である「摺箔」

が施されている小袖の拡大表示の例を示す．

技法の一つである「友禅染」の行では材質の一つである「縮

緬」が最も多く用いられており，「縮緬」の列を見ても「友禅染」

と合致する部分が「縮緬」の中では最も多い (図 7(b)(5))．こ



(a) 技法・年代組合せ表示の表示例

(b) 技法・材質組合せ表示の表示例 (c) 技法・技法組合せ表示の表示例

図 7 2 軸直交表示画面による情報提示の例

れより，材質である「縮緬」と材質である「友禅染」の相性が

良いことが分かる．このことは，2. 3節に示すように，技法で

ある「友禅染」を材質である「縮緬」に用いた小袖がある時期

に流行したことに一致する．材質である「縮緬」に，技法であ

る「友禅染」が施されている小袖の拡大表示の例を図 8(e) に

示す．

5. 3 技法どうしの取合せに基づいた情報提示

軸の両方に技法をとった技法・技法組合せ表示では，技法ど

うしの取合せが見える．図 7(c)に縦軸横軸をともに「技法」と

して表示をした例を示す．

「絞」の行を見ると，「絞」，「刺繍」，「摺箔」の列と交わる部

分に小袖が多く (図 7(c)(1))，一緒に用いられることが多いと

分かる．これは，図 2に示したように，「絞」「刺繍」「摺箔」が

同じ年代に多く用いられたことに一致する．図 8(f)に「絞」お

よび「刺繍」が同時に用いられた小袖の拡大表示の例を示す．

「絞 (辻が花染)」と「描絵」は，そのほとんどが同時に用い

られている (図 7(c)(2))．これは，表 1 に示した「絞 (辻が花

染)」の多くに「描絵」が用いられることに一致する．図 8(b)

に「絞 (辻が花染)」と「描絵」が併用された小袖の拡大表示の

例を示す．

「刺繍」の行では，「絞」「刺繍」「摺箔」の列と交わる部分に

小袖が多い (図 7(c)(3))．このことは，図 2に示すように，「絞」

と「刺繍」と「摺箔」が同じ年代に多く用いられたことに一致

する．図 8(a)に「絞」「刺繍」「摺箔」が同時に用いられた小袖

の拡大表示の例を示す．

一方，「摺箔」は単独で用いられている小袖は見られず，全て

「絞」または「刺繍」と共に用いられている (図 7(c)(4))．この

ことから，「摺箔」は「絞」や「刺繍」といった技法との取合せ

が良いことが分かる．このことは，図 2に示すように，「絞」と

「刺繍」と「摺箔」が同じ年代に多く用いられたことに一致し，

さらに「摺箔」が単独で用いられることが少ないことは，表 1

に示した「摺箔」の性質に一致している．図 8(d)に「絞」「刺

繍」「摺箔」が同時に用いられた小袖の拡大表示の例を示す．

さらに「友禅染」は，単独で用いられることが多い (図

7(c)(5))．このことは，図 2 に示した「友禅染」と同じ年代

に「絞」「刺繍」が用いられたことに反するが，これは，情報源

とした「館蔵野村正治郎衣裳コレクションデータベース」にお

いて，「技法」については主要なもののみを取り出したためであ

る．図 8(e)に「友禅染」のみが用いられた小袖の拡大表示の例

を示す．



(a) H-35-41 草花滝模様小袖 (b) H-35-3 扇面散模様小袖

(c) H-35-50 蘇鉄笹模様小袖 (d) H-35-13 扇面花卉模様小袖

(e) H-35-86 蛇籠杭模様小袖 (f) H-35-51 桐竹垣模様小袖

図 8 小袖の拡大画像の例

6. まとめと今後の課題

本研究では，小袖屏風を一覧表示する 2軸直交型閲覧システ

ムを構築した．2軸直交表示により特徴の組合せを表示するこ

とで，数の変移から特徴の変遷・相性・取合せを表現すること

が可能となった．

今後の課題は，他の情報源に記載された特徴との比較を行う．

また，国立歴史民俗博物館で行われる特別展示である「デジタ

ルで楽しむ歴史資料 [42]」への出展を行い一般の利用者によっ

て使用してもらい，評価を行う予定である．
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